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　川崎港臨港道路の建設は、大規模な冷凍冷蔵倉庫など
が集積する川崎港東扇島地区の物流・防災機能の強化を
目的に、京浜運河で隔てられている東扇島地区と内陸部
の水江町を延長約3kmの道路橋で結ぶ事業です。
　今回見学したのは、東扇島地区で東亜建設工業・若
築建設・みらい建設工業 JV が施工する「川崎港臨港
道路東扇島水江町線主橋梁部（MP3）橋梁下部工事」。
京浜運河に架かる 5 径間連続複合斜張橋で、延長約
870m の主橋梁部に設けられる 6基の橋脚のうち、東
扇島側の主塔下部に当たるMP3 橋脚を施工していま
す。橋脚基礎の施工では、長さ 64.5m の鋼管矢板を
井筒状に打設して内部に施工空間を確保する鋼管矢板
井筒工法を採用。現在は外周 90 本、隔壁 82 本、合計
172 本の鋼管矢板の打設、井筒内での底盤コンクリー
トの打設を終え、頂版コンクリート工に向けた準備を
進めています。

第22回「うみの現場見学会」

橋脚基礎の施工に鋼管矢板井筒工法採用
川崎港臨港道路東扇島水江町線主橋梁部（MP3）橋梁下部工事

　日本埋立浚渫協会は 2017 年 11 月 27 日、川崎港で
進む臨港道路東扇島水江町線の建設現場で「第 22 回
うみの現場見学会」を開きました。港湾整備の重要性
や港湾土木技術の成果を広く周知することを目的にし
た見学会には、東京工業大学と横浜国立大学の学生と
教員計 27 人が参加。海中という厳しい条件下で進む
橋脚建設工事を見学してもらい、交通インフラの重要
性とその整備に当たる建設業の役割に理解を深めても
らいました。

　見学会ではまず、東扇島のコミュニティー施設・川
崎マリエンで現場の概要などを説明しました。冒頭あ
いさつした稲富路生企画広報委員長は「今回の現場見
学を通じて、国民の生活・安全を支える社会資本・交
通インフラ整備がどのように進められているのかを理
解し、その中で果たしている建設業の役割、現場で駆
使されている技術などを学んで下さい」と呼び掛けま
した。
　続いてあいさつした発注者である国土交通省関東地
方整備局の川田貢京浜港湾事務所長は「港湾は国民が
直接利用する機会が限られ、身近に感じる場面も少な
いと思いますが、今回の貴重な機会を通じてインフラ
整備の重要性を認識して下さい」と述べました。
　引き続き川田所長が、川崎港臨港道路をはじめとし
た管内のインフラ整備事業概要を紹介した後、東亜建
設工業の吉田宏巳東扇島MP3 作業所長が工事概要を
説明し、一行は現場に移動しました。
　井筒内支保工を施工中の現場では、井筒内の安定と
施工の合理化を図るため、工場製作した大組支保工（約
40m×35m）を海上から起重機船を使って水中一括架設
することを計画しており、当日は潜水士によるブラケ
ットの溶接作業が行われていました。
　水中という厳しい条件下での作業を目の当たりにし
た学生たちからは、「潜水士は 1日どれくらいの時間
潜っているのですか」「水中での溶接はどのように行
うのですか」「大組支保工にしているメリットはどん
なものがありますか」「鋼管矢板の打設はどれくらい
の精度で行っているのですか」といった施工に関する

国土交通省関東地方整備局
川田貢京浜港湾事務所長

潜水士による大組支保工の架設準備を見学する学生たち

稲富路生企画広報委員長
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　当協会のホームページでは、海洋土木技術や
貴重な港湾遺産、港湾整備の歴史などを皆様に
分かりやすくお伝えしています。小学生や中学
生の皆さんにもご理解いただけるようイラスト
やアニメーションによる「みなとkids」のコーナ
ーも設けています。
　このうち、「うみの現場見学会」ではこれまで
開催された 21 回分の見学会の様子をリポート
しています。ご参加いただいた方々は延べ 720
人を超え、北は苫小牧港から南は那覇空港まで、
地盤改良や埋立、浚渫、沈埋トンネルなどの現
場を訪ね、港湾土木の迫力ある現場を体感して
いただきました。是非、ご覧ください。

日本埋立浚渫協会ホームページのご案内
港湾土木の迫力ある現場をWeb上で訪ねる
http://www.umeshunkyo.or.jp/

質問から、「潜水士の給料はどれくらいですか」「マリ
コンならではの仕事のおもしろさはどんなところにあ
りますか」といった建設業の魅力に関わる質問までい
ただき、吉田所長をはじめ現場職員の方々が丁寧に答
えていました。
　最後にあいさつした河瀬伸幸企画広報副委員長は
「マリコンの仕事では、巨大な防波堤など地上では考
えられない大きさの施設を浮力を利用したり、起重機
船を使って造ったりと、スケール感の大きな仕事があ
ります。現場では厳しい条件で作業することもありま
すが、自分で考えて、汗をかいて何十年も後世に残る
ものを造れることが大きな魅力です」と建設業の仕事
をアピールして見学会を締めくくりました。

鋼管矢板井筒状内の水中で橋脚基礎工事が進む現場 学生たちからの質問に答える吉田所長（右から 2 人目）

見学会には学生ら 27 人に参加していただきました


